
日経パソコン　2013.7.2226

教育機関向けクラウドサービス

コンテンツの全文検索が可能

ニュースやトレンド解説を随時追加

お薦めのコンテンツ

　日経パソコンは2013年4月に、大学や専門学校、高等学校などの教
育機関を対象としたコンテンツ提供サービス「日経パソコンEdu」を開始し
ました。情報リテラシーの学習に役立つ多彩なコンテンツを、PDF形式
で提供します。クラウドサービスの強みを生かし、紙の教科書では扱えな
い最新の話題やキーワードの解説も即座に掲載します。
　日経パソコンEduは、授業におけるテキストとしてご活用いただけます。
学生の自習用教材にも適しており、資格取得のための学習や就職活動の
準備などに役立ちます。また、ICTスキルを向上させたいビジネスパーソ
ンなど、個人の方のご利用も可能です。
　サービスの詳細は、下記のWebサイトで解説しています。教育機関の方
には、試用版のIDもご用意しています。お気軽にお問い合わせください。
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「基本情報技術者試験」で
一歩上を目指す

図1　基本情報技術者試験は、ITパスポート試験に次ぐレベルに相当する

●情報処理技術者試験の体系

レベル
4
高
度（
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
）試
験

シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者
試
験

Ι
Τ
サ
ー
ビ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ャ
試
験

Ι
Τ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
試
験

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験

エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
試
験

シ
ス
テ
ム

ア
ー
キ
テ
ク
ト
試
験

レベル
3 応用情報技術者試験

レベル
1 ITパスポート試験

レベル
2 基本情報技術者試験

●学生の受験者が増えている

図2　受験者や合格者数に占める学生の比率は増加傾向にある。2012年では、受験者、合格者のい
ずれも4割弱が学生だ
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　基本情報技術者試験は、情報処
理推進機構（IPA）が実施する、情報
処理技術者試験の一つです。情報処
理技術者試験は、要求される知識水
準でレベル1からレベル4まで分か

れており、レベル1に相当するもの
がITパスポート試験で、基本情報
技術者試験はそれに次ぐレベル2に
位置付けられています（図1）。ITパ
スポート試験では「職業人」として

のITの知識を問うのに対し、基本
情報技術者試験は「高度IT人材」を
目指す人が必要な知識を問うもので、
ITに関連した仕事をしたい人にと
って登竜門的な試験となっています。
試験は、毎年春（4月）と秋（10月）
に実施されます。
　基本情報技術者試験は、このとこ
ろ学生による挑戦が増えています。
情報処理技術者試験が現在の制度
になった2009年時点では、受験者
数、合格者数に占める学生の比率は
春と秋の合計で30%に届きませんで
した。しかしその後右肩上がりを続
け、2012年には40%近くに達してい
ます（図2）。受験する学生の中でも、
最も多いのが大学生です。

非技術者も志向する
　背景には、基本情報技術者という
資格が、ITに関連した企業の現場
で求められていることが挙げられま
す。日経BP社の雑誌『日経コンピュ
ータ』が2012年に実施した調査によ
ると、ITベンダーの技術者、ユーザ
ー企業のシステム部員、ユーザー企
業の事業部門のIT担当いずれも、情
報処理技術者試験の各種資格のうち、
基本情報技術者の取得率が最も高い
ことが明らかになっています（図3）。

基本情報技術者試験とは第1回

ITに関連した仕事を目指す学生の中で、ITの国家試験「情報処理技術者試験」の「基本情報技術者」に、在学中
に挑戦しようという傾向が強まってきています。IT関連企業に限らず一般企業のIT部門でも、入社後に取得が
奨励されているのがその背景にあります。この講座では、基本情報技術者試験の内容や取り組み方を解説します。
� （松尾�康徳＝情報教育プロデューサー、麻生情報ビジネス専門学校講師）

日経パソコンEdu独自
のコンテンツも用意

①	豊富なコンテンツが読み放題
②	新語や最新技術の解説も即座に掲載
③	目的に応じた学習コースを用意
④	ミニテストで学習の成果を確認できる
⑤	コンテンツを基に独自教材を作れる

5つの特徴
教職員／学生・生徒に役立つ！

電話：	 03	−	6811	−	8087（日経BPマーケティング チャネル営業部）
Webサイト：	 http://pc.nikkeibp.co.jp/npc/pcedu/

＊末尾にある「お問い合わせ」フォームからご連絡ください
個人で利用する場合
月額525円（年額6300円）

1ライセンス当たり年額1890円
教育機関で利用する場合

日経パソコンEduのお問い合わせ先価格（税込み）

PDF形式の
コンテンツが読める

最新の話題を
すぐに掲載



27日経パソコン　2013.7.22

　甲南大学 マネジメント創造学部
では、情報処理の基本を学ぶ講義

「ITベーシック」の教材として、日
経パソコンEduを採用しました。IT
ベーシックは、全ての新入生が受講
すべき必修の講義です。情報モラル
の基本や、Officeソフトなどの操作
を習得します。
　講義で主に活用したのは、Word
を使ったレポート作成や、Excelに

　甲南大学が採用した『基本から分かる
情報リテラシー』は、日経パソコンEdu
と連携する書籍です。ICTに関する基礎
的な知識やスキルを解説しています。こ
の書籍と日経パソコンEduを組み合わせ
ることで、基礎を書籍で習得し、応用的
な内容を日経パソコンEduで学ぶ、とい
う使い方ができます。
　日経パソコンEduには書籍専用のペー
ジを設け、書籍の各パートごとに関連す
るコンテンツを集めて掲載しています。
理解を深めるための課題や、課題に取り
組むために必要なファイルも、日経パソ
コンEduで提供しています。

よるグラフ作成などのコンテンツで
す。日経パソコンEduには、Office
をはじめとした各種ソフトの使い方
や活用方法の解説が充実しています。
学生からは「画面がたくさん入って
いて、手順も詳しく解説されていた
ため、迷わず操作できた」との声が
多数上がっています。
　授業で出される課題に取り組む際
も、日経パソコンEduのコンテンツ

が役立っています。教室に設置され
ているパソコンで日経パソコンEdu
のコンテンツを表示させ、手持ちの
ノートパソコンでソフトを操作する、
といった姿があちこちで見られます。
スマートフォンやタブレットで日経
パソコンEduにアクセスしている学
生も少なくありません。
　日経パソコンEduの連携書籍も活
用しています。この書籍で基本を学
び、細かな操作方法は日経パソコン
Eduで確認する、といった使い方が
可能です。

必修講義のテキストとして授業で活用
Officeソフトの操作を迷わず習得

日経パソコンEdu導入事例

日経パソコンEdu連携書籍

甲南大学	マネジメント創造学部

連携書籍も活用

スマートフォンで閲覧参照しながら課題に取り組む

経営や経済を中心テーマに、自ら人生を切り開く力を
育むための教育を行っている。少人数でのグループワ
ークやプロジェクト型学習を重視するなど、先進的な
学習スタイルを実現している。ICTの活用にも力を入
れており、多くの授業や自習でパソコンを利用する。

甲南大学 マネジメント創造学部（兵庫県西宮市）

『基本から分かる情
報リテラシー』の内
容例。図版を豊富
に用いながら、要
点を分かりやすく
解説しています。

各章に対応した
ページを用意

書籍

発展学習に役立つ
コンテンツの一覧

日経パソコンEdu

価格： 609円
	 　（税込み）


